
全
国
の
連
携
強
化
へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

先
進
的
取
り
組
み
事
例
を
共
有

空
き
家
対
策
で
管
理
不
全
指
定
へ

社
整
審

小

委
通
常
国
会
に
改
正
法
案
を
提
出

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
主
催
の
「
水
循
環
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
」
が
１
月
２４
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配

信
形
式
で
開
か
れ
た
。
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
促
進
と
地
域
活
動
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
向
け
て
「
先
例
に
ま
な
び
、
地
域
振
興
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
。
有
識
者
や
地
方
自
治
体
の
担
当

者
が
水
を
活
か
し
て
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
公
的
機
関
、

民
間
事
業
者
、
地
域
住
民
の
連
携
強
化
へ
活
発
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

当
日
の
発
表
者
は
東
京
・

港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
か

ら
情
報
発
信
し
、
約
５
０
０

名
が
視
聴
し
た
。
水
循
環
の

積
極
的
な
活
用
に
努
め
て
い

る
自
治
体
関
係
者
な
ど
４
名

が
地
場
産
業
や
若
年
層
の
地

域
定
住
施
策
と
絡
め
た
地
域

振
興
事
例
を
発
表
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
た
。

冒
頭
、
水
循
環
政
策
本
部

の
朝
堀
泰
明
事
務
局
長
が

「
水
循
環
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

２
０
１
７
年
に
開
始
さ
れ
、

今
回
で
５
回
目
と
な
る
。
本

日
は
地
域
振
興
を
テ
ー
マ
に

水
環
境
改
善
、
地
下
水
保

全
、
流
域
治
水
な
ど
に
加

え
、
水
を
活
か
し
た
地
域
ブ

ラ
ン
ド
振
興
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
少
子
高
齢
化
対

策
も
意
識
し
た
内
容
で
、
事

例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
水
循
環

の
よ
り
効
果
的
な
活
用
方
法

を
探
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

一
段
と
強
化
す
る
ヒ
ン
ト
を

見
出
す
こ
と
を
期
待
し
た
。

続
い
て
秋
田
県
に
か
ほ
市

企
画
調
整
部
総
合
政
策
課
の

土
田
秀
喜
副
主
幹
が
「
若
者

の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
る
水
循

環
と
地
域
振
興
」
と
題
し
、

地
元
学
生
に
よ
る
未
来
討
論

会
な
ど
を
通
じ
て
地
域
振
興

策
を
探
り
、
未
来
型
水
循
環

都
市
モ
デ
ル
を
構
想
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。
将
来
的
に

は
貴
重
な
水
源
で
あ
る
鳥
海

山
を
主
体
と
し
た
ジ
オ
パ
ー

ク
（
持
続
可
能
な
開
発
に
よ

る
地
域
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
め
ざ
し
て
い
く
。

ま
た
福
岡
県
う
き
は
市
水

循
環
課
の
中
野
広
将
氏
は

「
う
き
は
の
自
然
を
活
か
し

た
ま
ち
づ

く
り
」
に

つ
い
て
同

市
の
生
活

用
水
を
す

べ
て
地
下

水
で
カ
バ

ー
し
て
い

る
と
説

明
。
こ
れ

に
伴
い
日

本
名
水
・

水
源
の
森

・
日
本
棚

田
・
日
本
疎
水
で
「
百
選
」

に
選
ば
れ
、
水
資
源
を
活
用

し
て
国
内
有
数
の
フ
ル
ー
ツ

産
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
が
増
加
し
た
東

京
都
八
王
子
市
の
水
循
環
部

水
環
境
整
備
課
の
清
水
亨
主

任
は
「
八
王
子
市
の
水
循
環

行
政

水
循
環
と
地
域
振

興
」
を
テ
ー
マ
に
下
水
道
整

備
の
現
況
な
ど
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
河
川
の
水
質
改

善
に
よ
っ
て
流
域
に
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
を
開
い
た
成
果
な
ど

を
強
調
し
た
。

一
方
、
持
続
可
能
な
社
会

を
志
向
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
マ

ガ
ジ
ン
「
ソ
ト
コ
ト
」
の
指

出
一
正
編
集
長
は
流
域
関
係

人
口
の
増
や
し
方
と
し
て
地

域
伝
統
芸
能
と
の
連
携
や
地

場
農
産
物
の
販
売
拡
大
事
例

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

こ
の
あ
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
流
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ

り
方
を
な
ど
め
ぐ
っ
て
熱
心

に
意
見
交
換
し
た
。

国
土
交
通
省
は
１
月
３１

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
で
社
会
資

本
整
備
審
議
会
住
宅
宅
地
分

科
会
空
き
家
対
策
小
委
員
会

（
委
員
長
・
中
川
雅
之
日
本

大
学
経
済
学
部
教
授
）
の
第

４
回
会
合
を
開
催
し
た
。
増

加
す
る
空
き
家
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
、
管
理
不
十
分

な
物
件
を
「
管
理
不
全
空
き

家
」
に
指
定
し
て
行
政
指
導

で
き
る
よ
う
法
改
正
を
行
う

方
針
を
了
承
し
た
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は

２
０
１
５
年
に
空
き
家
対
策

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ

た
。
放
置
す
る
と
倒
壊
す
る

危
険
性
が
高
い
物
件
を
「
特

定
空
き
家
」
に
指
定
し
、
行

政
主
導
で
撤
去
で
き
る
制
度

を
創
設
し
て
い
る
。

し
か
し
２
０
１
８
年
時
点

で
全
国
に
約
３
４
９
万
戸
あ

る
居
住
者
不
在
の
空
き
家
の

う
ち
昨
年
度
ま
で
に
「
特
定

空
き
家
」
に
指
定
さ
れ
た
の

は
４
万
戸
程
度
で
撤
去
な
ど

を
行
っ
た
の
は
５
０
０
戸
に

満
た
な
い
。
こ
の
た
め
管
理

不
十
分
な
物
件
は
「
管
理
不

全
空
き
家
」
に
指
定
し
て
行

政
指
導
を
行
い
、
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
空
き
家
の
固
定

資
産
税
を
減
額
す

る
措
置
を
解
除
し

て
所
有
者
に
適
切

な
管
理
を
促
す
こ

と
に
し
た
。

当
日
の
会
合
で

は
国
交
省
の
塩
見

英
之
住
宅
局
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
空
き
家
対

策
を
進
め
て
き
た

が
、
管
理
不
十
分

な
物
件
の
増
加
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。
取
り
組
み
を
強
化
し
、

空
き
家
の
状
態
が
悪
く
な
る

前
に
有
効
活
用
す
る
方
策
を

検
討
し
た
い
。
空
き
家
対
策

は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て

い
く
」
と
述
べ
、
効
果
的
で

迅
速
な
方
策
の
立
案
を
強
調

し
た
。

改
正
法
案
は
早
け
れ
ば
今

通
常
国
会
に
提
出
す
る
見
込

み
だ
。
国
交
省
に
よ
る
と

「
管
理
不
全
空
き
家
」
は
全

国
に
約
５０
万
戸
存
在
す
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

内閣官房水循環政策本部が主催

朝堀事務局長

第４回会合で方針決定

塩見住宅局長
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